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トラス付きデッキプレート型枠機能時の許容長さに関する実験的研究

その 2 トラス付きデッキプレートの弾性剛性評価式
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究 汽 Zせん断変形

図 1 力学モデル
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同図(2)は、 b面のせん断変形を示しており、 l構面あた

りのせん断力(Qk)と l構面あたりの変位(sdk)の関係であり、

l構面あたりのせん断剛性仏)は以下の式で示される。

仏 =AE問中cos(}b)2sd
k 

(5) 

ι=A恥ベ(叫)2

せん断剛性(Ks)は等分布荷重をトラス間接点に集中荷重

が作用していると置換し導出する。同図(3)は、集中荷重

が作用した場合のせん断力図を示しており、 l構面あたり
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図 3
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トラスデッキ

載荷実験

1. はじめに

本報(その 2)では、等分布荷重時のトラス付きデッキプ

レート(以下:トラスデッキ)の簡易的な弾性剛性を算出する。

2. 弾性剛性の導出

弾性剛性を算出するにあたり、図 lのようにデッキプレ

ートの上弦材と下弦材およびデッキプレートで曲げモー

メントを負担し、ラチス材でせん断力を負担すると仮定

する。曲げ変形とせん断変形より全体の変形を算出し、

荷重変形関係からデッキプレートの弾性剛性を算出した。

2.1. 曲げ剛性

曲げ剛性は、図 2のように両端単純支持のデッキプレー

トに等分布荷重が作用していると仮定 し、 等分布荷重(w)

と中央変位(ゐ)の関係から曲げ剛性を導出する。曲げ剛性

を算出する際の等価断面二次モーメントは、図 2右側の等

価断面として算出する。曲げ剛性(Kb)および等価断面二次

モーメント(1e)は以下の式となる。

5wL4 384EL 
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2.2. せん断剛性

図 3に各構面の力のつり合いと変形を示す。ラチス材を

2本含む面を a面とし、デッキプレートの直交方向を b面

とする。せん断力による変形は、 a面での力の釣り合いを

b面に投影して導出をする。

同図(1)は、 a面のせん断変形(sadk)とラチス材の鉛直方向

に置換した軸力(品)との関係を示している。関係式を以下

に示す。
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の変位の総和をトラス全体の中央変位(ん)とする。せん断

力(Qk)とトラス全体の中央変位(み)の関係から導出した関

係を以下に示す。

dsニ I:sdkニ tzQK( 7)

I:Qk = Q/ + Q2 +ー・ +Qm=mw (1/+12) (8) 

AE(cos8α)2(cos8h)2 w( I/+[]) = ，，~\cwva~ ¥CVJVbJ d
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(9) 

K， =~E(cos8α)2(cos8h)2 
= -''::':';':;， '_:_~ ~\~ U/ (10) 

lx(ll +12) 

また、ラチス材とデッキプレートの接合部の変形も加

味している。両端固定支持の部材にせん断力が作用して

いると仮定し導出した。中央部のトラスまでの総和を中

央変位とする。せん断力(Qk)と中央変位。/s)の関係からデ

ッキプレート接合部剛性(K/s)を示す。

:r. Qkl23 mW(ll +12)xI2 3 
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2.4. 全体剛性

曲げ剛性とせん断剛性を直列接続と仮定し、以下の式

で算出する。

K = 1 1 1 
一一一一-Kb ' Ks・Kzs

3. 導出した評価式

図4に実験剛性と算出した剛性値との比較を示す。縦軸

は計算剛性であり、横軸は実験岡iJ性である。同図より、

260タイプにおいて計算剛性の方が実験値より 大きいが、

傾向を良く捉えていると言える。

図5に算出式を用いた上 ・下弦材の鉄筋径の組み合わせ

の違いによる弾性剛性の導出結果を示す。縦軸は長さご

との剛性であり、横軸はデッキプレートの長さとしてい

る。全てのマーカーは、対応するスラブ重量に対してデ

ッキプレート中央たわみが 11180以内かっ 20mm収まるも

のを表している。各タイプにおいて、 トラス高さが高く

なるにつれて許容長さが長くなる。同じトラス高さでは、

ラチス材の鉄筋径を 5mmから 6mmに上げることで弾性剛

性が大きく上昇し、許容長さも長くなる。

(13) 

4. まとめ

本報では、弾性剛性評価式を導出し、導出した略算式

は有効で、あると言える。
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図 5 弾性剛性算出結果
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